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論 文 内 容 要 旨

【は じめ に 】

親 潮 域 はサ ンマや マ イ ワシ等 の多 穫 性小 型 浮魚類 及 び底魚 類等 の 索餌

海 域 であ り,そ れ らの漁場 形 成や 資源 量変 動 に影 響 す る餌 料 動物 プ ラ ン

ク トン生物 量 の変動 に 関す る研 究 は重 要 で あ る.こ の親 潮域 にお け る低

次 生 物生 産 の特 徴 は,表 層域 にお け る高 い基礎 生 産,高 い 生態効率 と生

物 量 の大 き な季 節変 化 で あ り,特 に植 食性 擁脚 類 に よる脂 質 蓄積 の機 能

は,基 礎生 産 の季節 的振 動 の吸 収や 高 次 生物へ のエネ ル ギー の受 け渡 し

等 にお い て重 要 な役 割 を果 た してい る.ま た,親 潮 の物 理学 につ い ては,

近 年,深 層 に至 る直接 測 量が 可能 とな り,総 合 的かつ 広 範 な観測 調 査 が

実施 され,そ の流速,流 向や 流 量等 に関す る多 くの知 見 が得 られ た.

そ こで本研 究 では,1)親 潮 の流れ に沿 った動 物 プ ラ ンク トン生物 量

の季 節 変化,及 び2)植 食性 擁 脚類 に よ る脂質 蓄積 の諸 特性 を明 らかに

す るこ とを 目的 と した.さ らに,3)夏 季 の親潮 上 流域 か ら索餌 域今 供

給 され る動物 プ ラン ク トン生 物量,な らび に親 潮 潜 流 が植 食 性擁脚 類 の

脂 質 とい う形 で親潮 域 の 生産物 を亜熱 帯海 域へ 輸送 す る量 を試 算 した.

【動 物 プ ラ ン ク トン生 物 量 の 季 節 変 化 】

東 北 区水 産 研 究所 に よ る動 物 プ ラ ン ク トン生 物 量 デ ー タ(1951～1994

年)と 北海 道 大 学 練 習 船 の 北 星 丸(1958～1965年)及 び お し ょろ 丸(1957

～1962年)に よ る調 査 資 料 を用 い た .37～470 .N,140～1600Eの 西 部 北

太 平 洋 域 で か つ 親 潮 指 標 水 温(Kawai1972)以 下 の 水 温 域 の デ ー タ を選

別 後,緯 ・経 度30分 升 目毎 に4～10月 の旬 毎 に 表 面 水 温(TO),,100m

深 水温(T100)と 生 物 量(湿 重 量mg/m3)の 平 均 値 を算 出 し,さ らに 親

潮 内 側,親 潮,親 潮 外 側 に 分 別 した.ま た,動 物 プ ラ ン ク トン分 類 群 別

に優 占 出現 順 位 別 の 組 成 と月 別 の 生 物 量 比 を 求 め た.
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そ の 結 果,1)親 潮 丙 側,窺 潮,親 潮 外 側 の3水 域 を 比 較 す る と,ブ

ル ー ム(生 物 量300mg/m3以 上)の 規 模 は,親 潮 域 で 最 も大 きい こ とが 判

明 した.ま た,2)親 潮 域 に お け る 動 物 プ ラ ン ク トン生 物 量 は,表 面 水

温 が10℃ 台 に 上 昇 す る と急 激 に減 少 す るが,こ れ は 表 層 が 生 物 量 の少 な

い 暖 水 で 覆 わ れ る こ と',被 食 及 び 深 層 へ の移 動 に よ る と推 定 され た.
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3)'親 潮 域 に お け る 動 物 プ ラ ン ク トン 生 物 量 の 増 加 速 度 は5月 に最 も 高

い こ と及 び 流 速 に よ っ て 生 物 量 の増 加 と減 少 の パ タ ニ ン が変 化 す る こ と

が 明 らか に な っ た・.さ らに,4)親 潮 域 で は大 型 擁 脚 類 の優 占 出 現 順 位

の 割 合 が 最 も高 く,各 月 の 平 均 で は 全 動 物 プ ラ ン ク トン 生 物 量 の約78%

を 占 め て い る こ とが 明 らか に な っ た(Fig.2).
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【植 食 性 椀 脚 類 に お け る脂 質 蓄 積 】

1988年6.月 の2測 点 と1988年10月 の2測 点 に お い て ロゼ ッ トネ ッ ト

で水 深1,000皿 か ら層 別 に採 集 した 試 料 を 用 い た.主 要 な植 食:性擁 脚 類

の脂 質 を,分 析 機 器 イ ア トロ ス キ ャ ンTH10-MK3に よ る水 素 炎 イ オ ン化 法

で 分 析 した(Table1).

TableLLipidcontentandcompositionofcalanoidcopepodscollectedatstationsSY88-9-19and

SY88-9-21.
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そ の 結 果,1)脂 質 含 量 及 び そ の 体 乾 重 量 比 で は 個 体 差 が 大 き い が,

主 要 成 分 で あ る ワ ッ ク ス エ ス テ ル 含 量 比 ま た は トリグ リセ リ ド含 量 比 の

変 動 幅 は 小 さ い ご と(Table1)及 び これ ま で の 知 見 か ら,脂 質 組 成 は種

特 異 的 で あ る こ とが推 察 され た.ま た,2)表 層 に 分 布 す る 個 体 で は,

い ず れ の 種 も5月 に 脂 質 蓄 積 量 が 高 くな る傾 向 が あ っ た.一 方,9月 に

は 表 層 に 分 布 す る個 体 で 脂 質 蓄 積 量 の変 動 幅 が 大 き く な り,か つ 深 層 に
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分 布 す る個 体 で 脂 質 蓄 積 量 が 多 くな る傾 向 が あ っ た.な お,表 ・層 に 分 布

す る 個 体 の 平 均 的 な脂 質 蓄積 量 は,4月 に は 体 乾 燥 重 量 ゐ42%,5.月 に

は48%で 最 も多 くな り,9.月 に は33%に 減 少 した.さ ら に,4)ワ ック ス

エ ス テ ル 含 量 比 の 高 い グ ル ー プ(WEG>と ト リグ リセ リ ド含 量 比 の 高 い グ

ル ー プ(TGG)の 存 在 を 日本 周 辺 海 域 で 初 め て 明 らか に した(Table1).

な お ・ ζれ らの グ ル ー プ 間 で 産 卵 生 態 及 び 摂 餌 生 態,オ イ ル サ ック の 有

無 に違 い が あ り,生 態 や 生 活 史 と脂 質 組 成 に 関'連が あ る こ とが 推 察 され

た(Fig.3,Fig.4)
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【親 潮 潜 流 に よ る 動 物 プ ラ ン ク トン の 輸 送 】

目 的 変 数:1,000-Om生 物 量(湿 重 量9/㎡),説 明 変 数::TO,T100

及 び150-Om生 物 量(湿 重 量g/㎡)と し て,重 回 帰 分 析 に よ り150-Om

生 物 量 か ら1,000-Om生 物 量 へ の 変 換 式 を 得 た.ま た,目 的 変 数:月 別
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の 乾 重 量(mg/m3),説 明 変 数:,月 別 のTO,T100及 び 湿 重 量(mg/m3)と

して,同 様 に 重 回 帰 分 析 に よ り湿 重 量 か ら 乾 重 量 へ の 変 換 式 を 得 た.

こ れ ら の 式 を も と に,親 潮 の 流 速 を20cm/secと 仮 定 し て,平 均 生 物

量(DW=14.3mg/m3)と 親 潮 の 平 均 流 量(∠V)18.7～70.OSvか ら,6

～7 ,月に 親 潮 上 流 域 か ら 供 給 され る 総 生 物 量(TDW)を 試 算 し た.

TDW=DW× ∠]V×60days=1.39×106tons～5.19×106tons

ま た,親 潮 潜 流 の 流 量(∠v)5.0～10.OSvと37～37.50Nに お け る

各 月 の 生 物 量(MDW)か ら,4～10月 に 黒 潮 域 に 輸 送 さ れ る 生 物 量(TTDW)

を 試 算 し た.

　　
TTDW=∫4MDW× ∠コv×30days=2.26×105tons～4.52×105tons

さ ら に,全 動 物 プ ラ ン ク トン 群 集 に 占 め る 大 型 擁 脚 類 の 平 均 生 物 量 比

を78%,大 型 擁 脚 類 の 平 均 脂 質 含 量 を 体 重 比48%と し て,4～10.月 に 黒

潮 域 に 輸 送 さ れ る 総 脂 質 量(TTLW)を 試 算 し た.

TTLW=TTDW×0,78×0.48=0.85×105to!1s～1.69×105tons

そ の 結 果,親 潮 潜 流 に よ っ て 黒 潮 域 へ 輸 送 され る 動 物 プ ラ ン ク トン 生

物 量 は,夏 季 の 親 潮 上 流 域 か ら 供 給 さ れ る 総 生 物 量(TDW)の1/3～1/23

に 相 当 す る と 見 積 も ら れ た.ま た,親 潮 潜 流 に よ っ て 運 ば れ た 後 に も,

WEGは 成 熟 し て 体 内 に 蓄 え られ た 脂 質 の 多 く は 卵 へ 移 行 し,亜 熱 帯 海 域

の 表 層 へ 浮 上 す る と考 え られ る.ま た,TGGは 表 層 域 へ 浮 上 す る こ と な

く 死 亡 す る ま た は 被 食 され る と 考 え ら れ る.ワ ッ ク ス エ ス テ ル 及 び ト リ

グ リセ リ ドの 比 重 は そ れ ぞ れ0.86及 び0.92で あ る こ と か ら,大 型 擁 脚

類 に 蓄 積 さ れ て 亜 熱 帯 海 域 に 輸 送 さ れ た 総 脂 質 量(TTLW)の 多 く が,

産 卵 ま た は 個 体 の 死 亡 等 に よ り 上 層 に 供 給 され,生 物 生 産 に 寄 与 し て い

る と 推 察 し た 。
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論 文 審 査 結 果 要 旨

親潮域は本邦近海随一の好漁場であり,そ れは餌 となる豊富な動物プランク トンとりわけ植食性擁

脚類の存在に基盤 を置いている。その植食性擁脚類にみられ る顕著な脂質蓄積の生態は,激 しい基礎

生産の季節変動を平滑化 して魚類へ効果的に有機物を転送す る仕組み となっていると考 えられ るの

で,植 食性擁脚類の現存量と脂質蓄積の研究は極めて重要である。その考えの下に,本 研究では,1)

親潮 とその隣接水域における動物プランク トン生物量の分布 とその季節変化,2)植 食性榛脚類の脂

質蓄積の特性,3)親 潮および親潮潜流による動物プランク トンの輸送量が究明された。

主な解明点は,動 物プランク トン生物量は親潮域で最大であり,そ の増加率は5月 に大きく,表 面

水温が10℃ を超えると急激に減少すること,そ の生物量の増減が親潮流に支配されていること,中 で

も大型の植食性擁脚類 の優 占度は高 く,年 間平均 して全動物プランク トン生物量の約78%を 占める

ことなどである。その植食性擁脚類においては,個 体によって脂質蓄積量が変化するものの,脂 質に

占めるワックスエステル比 とトリグ リセリ ド比は種特異的に安定 していることをはじめて明 らかにす

るとともに,表 層分布個体の脂質蓄積量は全種 とも5月 に最大で,9月 には分布深度が深 くなるにつ

れて蓄積量が多くなる傾向があることを明らかに した。また,ワ ックスエステル蓄積種 と トリグリセ

リ ド蓄積種 とでは脂質蓄積様式,産 卵および摂餌の生態が異なることを発見 し,種 の生活史戦略が貯

蔵脂質組成の差に現われていると推察 した。さらに,親 潮流による動物プランク トンの輸送量に関 し

て,特 に親潮潜流による亜熱帯海域への輸送量を総脂質量で指標すると夏季の7ヶ 月間で0.85-1.69

×105tonsに な り,これがその後卵 となって亜熱帯表層へ ど供給され,生 物生産に寄与す ると推察した。

以上の成果は,わ が国の漁獲量の主要部分を占める多獲性浮魚類の漁場形成や資源変動の支配要因

としての 「親潮域における動物プランク トン」の重要性 を示唆するものであり,国 連海洋法下におけ

る水産資源の利用,配 分,管 理にとっても重要な基礎知見であると認められる。よって審査委員一同は,

本研究が博士(農 学)の 学位を受けるに値するものと判断した。

一167一


